
ネパール『ミティーラアート展』展示・販売 

８月 26 日まで（月曜日は定休日・11～16 日お盆休み）12～18 時 

ミティラー画の歴史は、３０００年前にまでさかの

ぼります。この絵はもともと祭礼や結婚の儀式の

際に床や壁に描かれ、描き手は女性に限られま

す。連綿と続く歴史の中で母から娘へと伝承さ

れ、近年になって紙に描かれるようになりました。 

独特の平面書きの手法に、ネパールの人々の暮らしが伝わる、なにかしらホットする絵

画を展示販売します。 

場所：フェアトレード・ショップ風”ｓ 正文館店にて（地下鉄高岳駅 1 番出口から歩 5

分） 

  

     

生産者紹介 The Janakpur Women’s Development Center: Reaching for change 

ジャナクプール女性発展センター（以下、JWDC）の情報誌より 

ネパールの東のテライにある都市、ジャナクプルは伝説的な歴史のあるヒンズー教の

巡礼地です。神ラムと女神シータはそこで結婚生活を送っていたと言われていて、毎

年ジャナクプルでは、「ラムナワニ」（ラムの誕生日）と「ビバ パンチャミ」（2人の結婚）

のお祝いをします。シータを祀るジャナキマンディールという名前のムガール様式の寺

院を見に世界中から人々がジャナクプルにやって来ます。ジャナクプルはかつてミティ

ーラ王国の首都であり（その領域は今のインドのビハール州まで広がっていた）、今日

ではネパールのミティーラ文化の中心地であったことをしのばせてくれます。 

  

http://huzu.jp/
http://www.nagoya-fairtrade.net/wp-content/uploads/2018/07/003s.jpg
http://www.nagoya-fairtrade.net/wp-content/uploads/2018/07/013s.jpg
http://www.nagoya-fairtrade.net/wp-content/uploads/2018/07/001s.jpg


ミティーラ文化は独自の言語と、豊かな文語的伝統、そして何世代にも渡って受け継

がれてきた女性の絵画と工芸の伝統があります。女性たちの芸術の例は、ジャナクプ

ルの近くの村々にある泥造りの家々で見ることが出来ます。ジャナクプル女性開発セ

ンターを訪れる人々は、隣村のクワの壁に芸術的伝統が生きていることに気付くでしょ

う。ユニークにデザインされた、女性の訓練と文化のためのセンターは、ジャナクプル

の芸術を称える、初の施設です。 

 

絵画の伝統はカースト（階級）により様々です。バラモン（僧職階級）とカヤスタ（バラモ

ンの記録係りの階級）の芸術は宗教的儀式と密接に関わっています。その一例は、

「アリパナ」と呼ばれる絵を描くことです。アリパナを描くために女性は、挽いた米と水で

「ピタール」と呼ばれるペースト状のものを作ります。そしてピタールに 2本の指を浸

し、家や中庭の泥の床に優美なレースの様なデザインを描いていきます。それから「シ

ンダール」と呼ばれる赤い粉を点々と散らします。女性たちは家の神様をお参りするた

め、または婚礼や特別な満月や半月の日などの儀式のために描かれる絵のレパートリ

ーを持っています。 

 

女性がピタール（米粉と水で作ったペースト状のもの）でアリパナと呼ばれる絵を描い

ています。向こう（タイトル下の絵）はアリパナのデザインの一つです。カルティクの月の

間ビシュヌ神をお参りするためのものです。女性はビシュヌとラクシュミが家族に幸運を

もたらしてくれることを願って、道具や家庭用品を絵で表すのです。 

バラモン階級の女性たちは、「ウパナヤン」（少年の断髪の儀式）の際に、泥の漆喰で

出来た「マラバ」と呼ばれる休憩所を神々の姿で飾ります。婚礼の際にはカヤスタ階級

の女性たちは「コーバー」と呼ばれる婚礼の寝室の飾りに特別の注意を払います。 

コーバーというのは、カップルが結婚して最初の 4日間を共に過ごす、花嫁の家にあ

る部屋のことです。その部屋は同じくコーバーと呼ばれるデザイン―はすの葉を意味

する丸（女性の象徴）に囲まれた、様式化された竹の中央の茎部分（男性の象徴）から

なる華麗なもの―で飾られます。コーバーには、幸せな夫婦の姿を表すオウムや、ビ

シュヌ神の生まれ変わりや、男性、女性の性を象徴するカメや魚も含まれます。結婚式

の夜、新郎新婦は儀式を執り行います。この部屋にはよくオウムと竹の姿が描かれま

す。新しく来たる次の世代を象徴しているのです。の上でフルートを吹くクリシュナも婚

礼の寝室によく描かれる姿です。 


